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乳児の発達の不思議の一つに言語の獲得がある．

乳児と養育者とでは調音器官のサイズが異なるため，

乳児が養育者の発声を再現することは困難である． 

それにもかかわらず，乳児は養育者とのインタラク

ションを通じて自身の発声と養育者の発声との対応

関係を学習し，言語を獲得していくことができる．

しかし，その獲得過程については未だ明らかでない． 

クーイング期の乳児と養育者とのインタラクショ

ンに関する報告に正高[1]やPeláez and Nogueras[2]

の研究がある，正高は乳児のクーイングが音韻様で

あると養育者が知覚した場合，母親は高頻度で乳児

のクーイングを模倣すること[1]．また, Peláez and 

Noguerasは母親の模倣が乳児の音韻様の発声の頻度

を高めること[2]を報告している．しかし，模倣が音

韻獲得にどのような影響を与えるかは不明であった． 

これに対し，Miura et al はマグネット効果によ

って人は音を無意識のうちに自身の持つ発話のカテ

ゴリに近づけて認識してしまうことに注目し，乳児

の発声に対し養育者が本来の模倣よりも少し母音よ

りの発声をしてしまうことが乳児の音韻獲得に影響

していると考えた．そして発話ロボットと人との相

互模倣インタラクションによって模倣が無意識的に

乳児の発声を母音へと導く可能性を示唆した[3]． 

しかし，Miura et alの研究[3]では，1.模倣のや

り取りが単音である．2.教示者がロボットの発声に

対して必ず模倣する．3.教示者は必ず正確な模倣を

返せるという単純な母子間インタラクションを仮定

しており，実際のインタラクションと比べて不自然

な点が多かった． 

そこで本稿では，1.ロボット，教示者ともに連続

音を発声する．2.教示者はロボットの発声と関係な

い発声をロボットに返すこともある．3.教示者の模

倣にミスが含まれるといった複雑な母子間インタラ

クションにおいて，どのようにすれば乳児が自身の

発声に対応する養育者の模倣を見つけ出せるかにつ

いて考える．母子間の自然な発話インタラクション

では，先行研究[1，2]のように無理強いをしなかっ

たとしても，模倣が必然的に含まれると期待できる．

そのため,養育者の応答に乳児の発声に対応する発

声が乳児の発声と全く関係のない発声に比べ多く含

まれると考えられる．従って，養育者の応答の偏り

を利用した単純な学習則を利用することで，乳児が

自身の発声と養育者の模倣音との対応関係を獲得で

きるのではないかと我々は考えている．そして，シ

ミュレーションによって乳児役のロボットが自身の

発声に対する教示者の発声の模倣を見つけ出すこと

が可能であることを示す． 
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